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緒 論
動物の腸管内に棲息する多種無数の細菌詳が生体に対して如何なる作用をもっているか，叉
菌相互の間に如何なる関係が序するかという事は興味ある事柄で，古来多くの観察や解釈があ
るが未だ閤明されたとは言い難い。腸内菌の要，不要，有害各説についても決定的の説明がな
されていない現状であるO
当教室に於ては古くから腸内菌叢の研究がなされているが，谷川教授はかねて動物の無菌飼
育を中心として複雑な腸内菌の作用を究明せんとされた。先に赤沢氏らと簡単なる装置により 
20--30日に亘り鶏雛を無菌的に飼育し得たが，甚だしく手技の熟練を要し装置の不完全は成績
の不定を来した。
その後斎藤・河合両氏は幾多の困難を克服し，独自の無菌飼育装置を考案作製し，鶏雛の無
菌飼育に成功した。更に幾度か装置に改善を加えて改良型を作った。そして斎藤氏は大腸菌に
ついて，河合氏は腸球菌， Cl.sporogenesの作用について明らかにした。最近田波助教授等
により完全なる装置が完成され崎乳動物の無菌飼育に入っているO
著者は谷川教授の命により晴酸梓菌の生理的意義を間l珂せんと企図した。艮IJち斎藤・河合両
民考案の改良型飼育装置を使用して無菌的に鶏雛を飼育し，これに稽酸梓菌を単独に投与し，
叉本菌と腸内主要菌である大腸菌，或は魔敗菌である Cl.sporogenesとを混合して経口的に
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与え，その影響を観察してその成績から投与菌の作用，括抗現象等を分析的に検討したところ
興味ある結果を得たのでこ :-dこ報告する次第であるO
第I章支 献
今腸内菌叢の研究に関する文献を案ずるに， 1716 
年 Leewenhookvこ始まり， 1846年 Ferichsvこよ
り腸内菌叢の形態的1~目達につき諭ぜられた。 1885 年
Pasteurが Duclauxの植物種子を用いて行える実
験の論文に序して，腸管内細菌が動物の栄養上必要
欠くべからざるものならんと推論してより注目せら
れ，以来諸学者により腸内菌の有用不用等に関して
論ぜられた。就中その核心を衝いたものは動物の無
菌飼育に関する実験である。即ち Nuttalund 
i'hierfelder C1895~1896) は海摂を使用して初め
て無菌飼育実験を実施，腸内菌叢は海摂の生存上必
ずしも必要とせずと報じた。 Schottelius (1899， 
1902，1908)は鶏雛を用い無菌的に飼育したが死亡
し，途中に於て大腸菌を混ずる牛乳を与えると発育
良好となった。これより腸内菌の必要性を力説し，
Moro (1905)は蝦践を用い実験し，同じく腸内菌
の必要性を論じた。叉 Bogdanow (1908)もU![il卵
を無菌的に飼育したが発育悪く必要性を論じた。
Wollmann (1 911~1912) は Lucilia 及び Cali-
phora Vornitoriaなる蝿卵を用いて無菌飼育せる
所，体重体長共，対照IT!ilと同大なる成雌となり不用
論をとなえ， Loeb，Northropも同じく蝿卵を用し、 
87代迄無菌飼育に成功し，腸内菌を欠し、ても生存す
ると発表した。叉 Cohendy (1912)は家鶏 Hou-
dan種の卵を瞬化して.得た雛を用いて硝子製の類、 
菌飼育箱で飼育せるところ，雛は 3週後も等しく発 
育良好で，対照雛に劣らない発育を示したと報告し
た。叉 Kuster C1912~1913) も母山芋より帝王切
開により無菌的に娩出せしめた仔山羊を実験動物と
して鉄骨硝子張とした無菌飼育箱で牛乳及び燕麦紫
を滅菌して与え育てたが，その体重増加，生活力共
対照と差異なく発育し， 13日目に枯草菌が感染した
が認むべき影響なく 35日間飼育し腸内菌を欠くも
生存すると報告した。更に Metschiniko旺は腸内 
菌の無用有害説をたて，人間の早老，動脈硬化は腸
内菌，殊に腐敗菌に依る中間生産物の吸収によると
なし， Yoghourtの飲用により，その中に含有する 
乳酸菌，即ち B.bulgaricusの作用により腸内の 
異常醗酵を軽減し，前記の症状を抑制阻止して長寿
を得るとの有名なる不老長寿論を発表した。叉
Reyners く 1946~1949) は Cohendy の後を受け 
継ぎ研究の結果画期的な完全な無菌飼育装置を考案
作製し，大規模に家鶏，白鼠の無菌飼育に成功し，
これ等動物の生理状態を詳細に ROBUNOReport 
により報告している。我が固に於ては内藤，小林両 
氏(1935)は Tierfelderu. Nuttalの方法で追試
し，宮川氏(1952)は Reyners氏の装置を模倣し
て白鼠の無菌飼育を行い，無菌動物の炎症の研究を
報告した。当教室に於ては，谷川教授指揮の下，赤
沢氏(1942)が単冠白色レグホン種鶏雛の類、菌飼育
vこ成功，その後斎藤，河合両氏(1955)は独自の無 
菌飼育装置を考案作製し，鶏雛の無菌飼育に成功，
斎藤(1955)は無菌雛にて大腸菌を投与すると一時
的に一般状態が悪〈なり発育が停滞する事を知り， 
大腸菌が生体に対し有害作用を呈する事を確認し，
更にその作用は腸球菌により相殺される事を認め
た。叉河合(1955)は同様の方法で腸球菌は生体に 
有効的に作用し，腐敗菌である Cl.sporogenesは
有害に作用し，而も両者は拾抗的に働く事を証明し
た。田波助教授等(1956)は高圧滅菌装置を兼ね備 
えた完全無菌飼育装置を考案作製し，類、菌雛血清の 
殺菌力に関する研究を行ってる。
一方曙酸樗菌に就いては， Moro， Finkelstein 
(1900)が乳児の糞便より分離培養に成功してより， 
その類似菌たる分枝菌との異同等に関して， Can-
non，Kuthe，Rodella，Stransky，Weiss u. Ret-
tger等の如く同一菌となすもの， Adam，Basten， 
Cahn，Quickshank，Kendall，Hanker，Sittler 
等の如く異種菌とするものあるも，全体として別個
の菌と推論される。
以下曙酸梓菌に関する文献を少しく述べて見る
と， Hull a. Rettger (1915)は白鼠にノミン，牛乳，
乳糖を与える時は曙酸揮菌増加し，人の実験に於て
も曙酸梓菌を証明せざる人にパ:/，牛乳を与える時
は曙酸揮菌出現すると云い， Cannqn a. MC Nease 
(1923)は白鼠に乳糖加企飼を与えしに pH酸性と
なり，曙酸梓菌が優性となり，これに反し蛋白を投
与する時は pHは前者に比し上昇するを認め， B. 
Welchii及び其の他の菌叢の増殖を見たと報告し
Goldon (1924)は曙酸樗菌を試食せしめたるも腸
内移植不可能なりしも，乳糖加食飼を与えたるに速
かに!嘗酸揮菌を増殖せしめ得たりと報告した。 
Torrey u. Kahnく1925)は警酸拝菌が嫌気性有芽
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胞菌の蛋白分解作用を阻止する力があると述べて居
る。.Schieblich (1929)は白鼠を乳糖，糊精，澱粉
を混和せる金飼を以て飼育する時は数日後に曙酸樗
菌及び分枝菌の増加を見，蛋白質偏食を長期行し、た
るととろ，是等乳酸菌は減少し腐敗菌の増殖を見た
と報告した。 Torreya. Montu (1931)は人に肉
食を持続する時に B.WeIchiiは増殖したるも，曙 
酸揮菌，腸球菌は著じく減少したとしヴ。
木邦に於ける業績を見るに，菱刈氏(1925)は牛
乳培地に於て長拝状乳酸樗菌と腸内病原菌，大腸
菌，腸球菌及び~形菌が拾抗作用あるを認め，其の 
原因は産生する乳酸のみならず，有毒成分にあるべ
きか，或いは栄養素の欠乏するに依るものならんと
論じた。川上氏 (1928)は乳児より分離したる乳酸
梓菌と腸内病原菌との措抗作用を， 2%糖加 Bouil-
lonに試み其の作用あるを認めた。而して其の原因
は産生する酸度に比例し，且つ栄養素の欠乏並びに
酸以外の有毒物質によるものとなし，其の有毒物質
は加熱により減少するものなりと論じた。教室に於
ても，坂木，柳沢〈矛IJ)，浦野，岩井，宮入，直宮，
島田，坂尾，海宝， f乍田の各氏は夫々の業績中に木
菌についてもふれている。その他矢吹は木菌の拾抗
作用について，詫摩教授を始め深海，川崎は Vita-
minとの関係を論じているが記述を省略する。 
さて普酸梓菌又はその他乳酸菌の桔抗作用を治療 
的に応用した例は先に述べた Metschinikoffや
Tissier，Moro等に始まる。 Rettger & Cheplin 
(1921)，Kopelo妊らも無菌牛乳に曙酸樗菌生菌を
に授与し，雛の発育及び一般状態に及ぼす影響につ
いて観察した。次にi嘗酸樗菌と成鶏糞便より分離培
養せる大腸菌の 2菌種を同時に経口投与し対照無菌
飼育雛と比較検討を行い，更に曙酸揮菌とこれも成
鶏糞便より分離培養せる Cl.sporogenesの2菌種
を同時に経口投与し無菌飼育雛並びに Cl.sporo・
genesを単独投与した雛とについてそれぞれ比較
検討を行った。
第 1節飼育装置及び飼育要領
飼育装置は斎藤・河合両氏の考案作成せる第3号
A型，及びこれを少しく改良せる第3号 A'型，及
び第 3号型装置を改良せる第 4号型及び第 5号型無
菌飼育タ Yクを使用した。装置の構造及び飼育要領
は斎藤・河合両氏の報告に詳しいのでこ与には省略
する。 
第 2節使用雛
勝化前日の単冠白色レグホン種卵を千葉府卵場及
びその他の贈卵場より分譲を受け，これを充分の注
意の下実験室に運びこれを型Jの如く消毒し，無菌的
に卿化せしめた雛を使用した。
第 3節使用噂酸樗菌の性状
東大農学部より分与を受けた噂酸揮菌株でその性
状は下記の如くで、ある。 
(1) 形態学的性状
gram 陽性，長さ1. 5~4~5μi 巾 0.6~0.9μ の長
短種々の揮菌で僅かに轡曲を示すものもあり，長く 
放置すると gram染色性消失し gram陰性になる 
ものもある。芽胞を形成せず，同有運動を認めず，
加え下痢，慢性便秘，湿疹等に良効果を得たと報.普通寒天及び 1%葡萄糖寒天斜面培地に 370C 4日
じ， Hanneberg (1940)は乳児の消化不良症に替
酸梓菌を麦芽，重湯等に混じ投与し病的状態、にある
腸内菌叢の umstimmungを行う事により病的改善
を認めたと云い，小林氏(1952)は曙酸樗菌生菌を
1日1億以上を分服せしめ，乳児下野[j，赤狩i，慢性
消化不良症の治療効果を報告した。而して此の如く
経口的に投与された菌の運命乃至は腸内菌数を細菌
学的に続けて観察して居るものは少い。この種生体
に於ける拾抗現象は金飼，腸管内条件，及びその個
体差，定着牲の問題等複雑な要素を顧慮、して判定す 
べきである。
第 2章実験方法
無菌飼育装置に於て鶏卵を無菌的に瞬化発育せし 
め，瞬化後 10日目乃至 15日目の無菌飼育雛に東大 
農学部より分与を受けた曙酸揮菌を Zeissler氏萄
萄糖血液寒天平板培地に嫌気培養せるものを経口的
問培養にては肉眼的に殆んど発育せず， 1%葡萄糖
穿刺 370C 4日間培養にては穿刺線の深層に於て少
し〈発育する。 Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板培
地にて， 370C 4日間嫌気培養にては，表面稀薄の灰 
白色の円形叉は辺縁不正の比較的表面滑かなる中等
度の集落を作る。叉噴酸揮菌の選択的に発育する本
問培地平板嫌気培養に於ては多少の相異は認められ
るも，表面稀薄の円形叉は不正円形の灰白色集落を
認める。叉 Leber-Leberプイヨンに於ては 370C
24時間では，試験管中央部に管底工り上部に糸状の
混濁を認め 4日間培養で全体やや混濁する。加熱抵
抗試験に於て 600C15分水浴中で、は生存するが 60。
C 25分で 4例死滅 1例のみ生存した。
(2) 生化洋的性状
ゲラチンを液化せず，ラグムス牛乳は4日で凝固
す，酷酸鉛寒天の高層穿刺に於て硫イ七水素の産生を
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認めず。 Salkowski-北旦氏法にて Indolの産生を
証明せず。 1%葡萄糖寒天高層穿刺 370C4日間嫌
気培養に於て gasを産生せず。中性紅寒天の高層
穿刺嫌気培養に於ても色素の還元を認めなし、。 
Voges-Proskauer反応及び MethylredTestも陰 
性である。 Zeissler氏葡萄糖血液寒天に於て軽度
のP型溶血を認める集落が少例あった。糖類の分解 
に於ては，Glucose，Saccharose，Lactose，Galac-
tose，Mannose，Maltose，Dextrinを分解し，
Xylose，Arabinose，Raphinose，Mannitは分解
しなかった。
(3) 生菌の毒力
体重約 15gの Maus5匹ずつを用し、その腹腔内
に本菌の L・L.Bouillon 370C 4日間培養せるもの 
夫々 0.3cc，0.5 ccを注射し 1週間観察するも何等
週間観察するも菱化を認めなかった。
第 5節使用 Cl.sporogenesの性状
健康なる単冠白色レグホン種成鶏の糞便より
Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板培地にて， Cl.spo・ 
rogenes様の菌株を分離し，諸性状を検査し定型
的 Cl.sporogenesと決定したるものを使用した。
(1) 形態学的性状
Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板培地にて 370C 4 
日間嫌気培養に於ける形態は灰白色，黄白色の庇状 
の集落にて培地に戚入し硬固で表面起伏微細毛状の
突起を出す。周囲に著明な溶血環を認め，染色所見 
は gram 陽性の長さ 3~6μ 幅 0.5~0.6μ 端在性に
卵形の芽胞を有する揮菌で個有運動を認める。L.-L.
Bouillonに培養すると軽度の gasを産生し，肝片
を強く消化し暫時に黒委する。
の菱化を認めなかった。/ (2) 生化学的性状
第 4節使用大腸菌の性状
健康なる単冠白色レグホシ種成鶏糞便より、 EMB
培地にて大腸菌様の菌株を分離し，諸性状を検査し
て定型的大腸菌と決定したるもの L中数株を選んで 
毒性試験を行い，毒性中等度の菌株を選定しそれを 
使用した。 
(1) 形態学的性状
gram陰性の直短梓菌でその大きさは長径 3.5μ
短径 0.7μ で時に僅かに湾曲を示すものもあり，芽
胞，爽膜を形成せず。菌休周辺に数多くの鞭毛を認、
め，著明なる固有運動をなす。プイヨゾ，ベプトユ/
水培養に於ては増殖初期に均等に混濁せる薄い菌膜
を形成し， r興旧なるものは沈注を生ずる。普通寒天
培地にほど円形の表面滑なる中等度の灰白色集落を
作る。 
(2) 生化学的性状 
乳糖を分解しその際ガス及び酸を形成する。葡萄
糖，ズノレチット，キシローゼを醗酵する。震糖，イ 
ヌリシは分解しない。 lndolを産生し， Methylred 
Test陽性， Voges-proskauer反応陰性である。
牛乳の凝固及び消化作用は共に著明に認められる。 
ゲラチンを液化せず。中性紅葡萄糖寒天では gas発 
生と共に色素を還元し黄緑恋する。山羊血液平板寒 
天を用いて流し込み法により検索せる結果， α，s1容
血共に認めない。
(3) 生菌の毒力
本菌の普通プイヨン 370C24時間培養せるもの
0.5ccを体重約 15gの Mausの腹腔内に注射せる
所全例(3)共 2日以内に死亡し， 0.3 cc注射では 1 
ゲラチンは軽度に液化する。 Indol反応陰性，凝
固血清を強く消化する。硫化水素を強く産生し，各
種糖類の分解は， Glucose，Maltoseを分解し，
Saccharose，Lactose，Glycerin，Mannit，Pulzit， 
lnulinは分解しなし、。
(3) 毒性試験 
木菌の L.-L.Bouillon 24時間培養0.5cc，0.3 cc 
を夫々体重約 15gの mausの腹腔内に注射を行つ
た所 24~48 時間で全例 (6) が死亡した。
第3章 実験成績(其の 1)
第 3号A型無菌飼育装置により実験を行った。
第 1節曙酸揮菌投与実験
瞬化前日の卵を 370C~こ保てる石鹸水， 2% グレゾ
ルー液， 0.2%昇末7.K， 75%アルコール液，滅菌水
頂に型の如く完全に滅菌し，予め滅菌せる第3号 /1と
A型飼育タンク内に入れ，無菌的に贈化せしめ無菌
的飼育した。瞬化の際の温度は 370C，湿度は 70~
80%前後で、あった。瞬化後 1週間は 350C，2週日は
320C，3週後は 300Cに温度を保つど。飼料は千葉県 
農業技術研究所作成の完全飼料〔玉毘黍 50%，魚粉
10%，大豆糟 14.5%，越 15%，脱脂米糠8%，CaC03 
2%，NaCl 0.49%，MgS04 0.01%，蛋白質含有量
22%Jの初生雛用粉砕飼料を用い，叉 V.Bu V. C 
も附加した。飼料の給餌方法，糞便の検査方法は斎
藤・河合両氏が詳細に報告してあるので省略する。 
府化後 10日目の無菌飼育雛に予め Zeissler氏葡萄
糖血液寒天に 370C 4日間嫌気培養せる磐酸樗菌を 
1羽 1oseの割に生理的食塩水 20cc中に入れ，そ
れを飼料に混じ経口投与した。 10箇入卵し 24時間
4 
5 
g 
% 
6 
g 42 
10 % 
47 
24 
50 
32 
mmm 
~ 与投FDL凶 
i l v  
n uJF し河 口 明riH 
80 
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後に完全に瞬化した 6羽を用い，残りは取 第 1図 L.acidophi1us投与雛体重増加曲線
官岨袖
り除き 6羽で実験を行った。其の体重表及
び体重増加率は第 1表及び第 1図の如くで
ある。菌投与後 2日目噴より雛は食欲充進
No.2 
No.3 
No，4 
元気圧盛となり，体重増加率は上昇し，瞬
160--20%日日には生下時体重の25
平均 180%前後の増加率を示し実験を終了
No.l 
化後 No.5，160 
No.6 
140 
した。糞便検査は菌投与前は 2%糖入プイ
120 
ヨパこ於て混濁を認めず，即ち菌の感染を
100 
受けず， .菌投与後瞥酸樗菌の集落己を認め体
重 
A表 L.acidophilus投与雛 ~ 602
糞翻便培養険糊出菌轍数 
40651は31μ4121凡羽擁事替手号司川 同 1伺叡-----、_iζさ tI1 .L I"ïV[~IVIV 20 
2判沖判23叫L.acid目|トT瞬包 
町三I日間目咋(いL ωph引印叩|同同 一20 2 3TLTい aci 担山仙仰 
叫叩L.acidl件目引T駒官
3
沖4
1
19吋
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一+日数
第 2表 無菌飼育雛体重表
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途中他菌の感染を受けなかった。菌投与 % 第 2図 無菌飼育雛体重増加曲線 
後の糞便培養により検出された菌数の程 180 
度を算したる所 A表の如くである。(糞 No.l 
便 10万倍稀釈培養発生集落算出。〉即ち 内向山 'HA-qJNNN 
oa
連続して大体一定数の集落を算出したが
発育良好なる雛に於てや L多くの菌集落 体重増加率+|
を認めた。
第 2節無菌飼育実験
第 3号A型飼育装置による飼育の対照
例として，同装置にて 25日間無菌飼育
を行った所，雛の発育状態は第 2表，第 
2函に示す通りである。即ち瞬化後 25
且
ハ咽'ム噌 
ム 
日自には生下時体重の 120~160% 平均 2 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 
130%前後の増加率を示した。実験は 10 一+日数
第 3表 無菌飼育雛体重表 
¥寸竺[1 2 31 5 7 9 11 13 15 17 19 21 25 
Uqoτ1ia
E;:izl12
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戸
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“。 箇入卵し 24時間後に完全に瞬化した 4
唱
今
日
陀
NN
q dOLE羽を用いて行い飼育の方法は前と同様に
LA
N行った。 
第 3節小 括
2 3 
瞳酸樗菌を単独で経口投与すると雛は
元気旺盛で食依允進し，著明な体重増加
が見られ，対照の軒、菌飼育雛より遥かに
発育良好の現象が見られた。この現象は
瞥酸揮菌の定着の良いもの程目立った。
第 4章実験成績(其の 2)
第 3号 A'型無菌飼育装置を用い実験
を行った。
第 1節無菌飼育実験
第 3号A型飼育装置で行ったと全く同
様な方法で、実験を行った。 
10箇入卵し 24時間後までに完全に勝
体重増加率 
No.5 
4i 
-20 
5 9 11 13 15 17 19 21 23 25 
一→日 数 
無菌飼育雛体重増加曲線第 3図 
110 
1 
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第 4表 L. acidophilus投与雛体重表
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化した 5羽に就いて 25日間無菌的に飼
育した。雛の発育状態は第 3表及び第 3
図に示す通りである。即ち瞬化後 25日
目には生下時体重の 160--220%平均 
前と同様な方法で 10箇入卵し 24時間
後迄に瞬化した 4羽について実験を行つ
た。
瞬化後 10日目の無菌飼育雛に 370C 4 
日間 Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板培
に前と同様に飼料に混じ投与した。菌投体
与 2日目噴より雛は食欲旺盛，元気良好重
図に示す如く瞬化後 25日目には生下時事
体重の 280 --300%平均290%くらいの ↑ 
増加率を示した。菌投与後の糞便培養に ' 
より検出される菌数の程度を算したる所
第 4図 L. acidophi1us投与雛体重増加曲線 
% 
お0 
320 
300 
280 
260 
220 
200 
180 
1印 
L. acidophilus投与 
120 1-
100 
品。 
1)0 
40 
20 
No.2 
2023579111315171921 幻 25 
B表の如くである。(糞便 10万倍稀釈培
養発生集落算出〉即ち連続して大体一定 一→日数
数の集落を認めたが発育良好なる雛に於てや L多く
検出した。 第 3節 噂酸樗菌，大腸菌混合投与実験 
前と同様な方法で瞬化後 10日目の無菌飼育雛に
予め 370C 4日間 Zeissler氏葡萄糖血液寒天平板
培地に培養した曙酸揮菌，及び普通寒天培地に 370C 
24時間培養せる大腸菌とを同時に 1羽各々 1oseの
195%くらいの増加率を示した。前 10日 NO，3 

目， 15日目， 25日目の糞便培養検査はし、
ずれも陰性であった。
No.l 

No.4 

第 2節瞳酸揮菌投与実験 針。 
地に培養した普酸樺菌を 1羽 1oseの割
となり，其の体重増加は第 4表及び第 4 : 

婚化13日目 3日 IL.acidoph. 
B表 L. acidophi1us投与雛糞便培養検出菌数
子宮崎空(
円 d
噌 i
qLqLqL
円δ瞬化19日目 9日 IL.acidoph. 割に飼料に混じて投与した。
F時化25日目 15日 IL.acidoph. 体重表及び体重増加率は第 5表及び第 5図に示すも
通りである。
3 
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第 5図 L.acidophilus並びに E.coJi 菌投与後3日目くらい迄は時に下痢便あ
混合投与雛体重増加曲線 り，瞬化後 15日目迄は無菌飼育雛より梢
発育遅滞の現象が見られたが， 20日官頃よ
り発育は特に良好となり， 25日目には生下 
時体重の 200~240% 平均 220% 位の増加 ，・ 
K3
1No
率を示し，同じ時期の対照無菌飼育雛の 
160~210%，平均 195% 位に比較し，劣ら 
No.aない発育を示した。
菌投台後の糞便培養検査により検出され
L.acid叩 hilus投与 	  る菌数を算するにC表の如くである。(糞
E. coli投与 	  
便 10万{古稀釈〉即ち下痢使を認める 13日↓ 	
目l賓はや L犬腸菌多く，その後は犬休同数
位の曙酸樗菌，及び大腸菌を認めた。
第 4節小 括 
1) 第 3号 A'型装置による実験に於て
40 も第 3号A型装置による実験と同様，無菌
20 飼育雛に曙酸揮菌を経口投与した場合，雛
_L_----l t は食欲尤進，元気圧盛となり著明な体重増
-20 
2 3 7 9 
加が見られ，対照の無菌飼育雛に比し蓬か
11 13 15 17 19 21 23 2s 
に発育促進の現象が見られた。同菌集落は
一+日 数 発育良好なる雛に於て棺多い事が認められ 
C表 L.	 acidophilus並びに E.coli混合
た。 
投与雛糞便培養検出菌数
2) 嘩酸樗菌及び大腸菌混合投与雛の場合には，
先に斎藤氏の報告した大腸菌単独投与の際に見られ
体重増加率 
411 
;瓦堅手当 [1 1 2 r3 [ 4 た悪影響は見られず，順調に発育し対照無菌雛に劣
1陣化 13日目 L.acidoph. 31 I 28 I 25 I 29I I 
3日 IE. coli I 40 I 38 I 39 I 46 
蹄化 19日日 L.acidoph. 32 I 23 I 35 I 30I I 
9日 IE. coli I 30 I 31 I 28 I 35 
一一川 30l3:勝化25日目 L.acidoph. 
15日 E. coli 38 
らない発育を示した。 
3) 第 3号 A'型飼育装置による飼育雛は第3号 
A型装置の飼育雛より発育良好である ο これは前者
の飼育環境が後者のそれよりも良好である事を推定
させる。
第 5章 実験成績(其のめ
第 3号型装置を一部改良し，飼育室もこれより大
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きい第 4号型装置で実験を行った。
% 第 6図 無菌飼育雛体重増加曲線 No.l 
第 1節無菌飼育実験
240 
40 
.20 
No.4 
Nu.も2 
前回と全く伺様な方法で、行った。 No.5 
No.3 
10箇入卵し， 24時間後迄に瞬化した 5
羽について 25日間無菌的に飼育した。
雛め発育状態は第 6表，第 6図に示す
通りである。即ち贈化後 25日目には生
下時体重の 220~280%，平均 240% 位の 時仲重増加率
増加率を示した。向 10日目， 15日官， 
25日目の糞便培養検査に於て，いずれも
菌は陰性であった。
第 2節 [嘗酸惇菌，大腸菌 +ll 

混合投与実験

前と同様な方法で瞬化後 10日目の無

-20 
菌飼育雛に，予め Zeissler氏葡萄糖血 2 3 5 7 9 1 13 15 17 19 21 お 25 
L acidophi1us並びに E.coli混合投与雛体重増加表 
1 23 I 25 g 
41 41 48 57 61 62 69 80 89 138 
1 
% 。-151 -7 。17 39 49 51 68 93 117 147 1 180 I 210 237 g 
44 40 43 47 50 82 116 126 140 
2 磐大 
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41 39 41 46 "45 55 I 58 酸梓腸 60 ，86 91 105 116 128 3 
% 。-， 5 。12 10 32 I 41 46 60 I 76 95 122 156 183 212 g 
43 37 47 56 70 菌〉菌 86 、94 104 116 134 152 166 181 
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液寒天平板培地に 370C 4日間培養せる曙酸梓菌，
普通寒天培地に 37"C24時間培養せる大腸菌とを，
同時に 1羽各々 1oseの割合に飼料に混じて投与し
た。
体重表及び体重増加率は第 7表，第 7図に示す通
第 7図 L.acidophilus並びに E.coli 
混合投与雛体重増加曲線 
りである。
投与後 4日目迄は時に下痢便を認め， No.2及び 
No. 3は羽を下げや L元気がなかったが，以後は元
気快復し食欲も良好となった。 No.4は特に発育良
好となり， y昨化後 25日目には生下時体重の 320%と
なったが本例を除く平均は約 230%の増加
率を示し無菌飼育雛に劣らない発育を示し
た。
No.4 菌投与後の糞便培養検査により検出され
る菌数を算するにD表の如くである。(糞
便 10万倍稀釈〉即ち下痢便の認められる 
NO.6 '13日目噴は大腸菌数が曙酸樗菌より多く， 
NO1 その後は大体同じ位のl嘗酸揮菌及び大腸菌， 
0.1 
No.5 を認めた。尚 No.4は3回の検査で噌酸梓
L.acidophilus投与 
E. coli投与 
↓ 
200 
180 
1印 
60 
40 
20 
ー却 
と;菌の数が大腸菌数より多かった。 
4j 
体重増加率 
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前と同様な方法で蹄化後 10日目の無菌飼 第 8図L.acidophilus並びに C1.sporogenes 
育雛に，予め Zeissler氏葡萄糖血液寒天培 。/
混合投与雛体重増加曲線
〆々! 
与与投投、 .3q
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MmUPI-vpqtrz u cir・
3L n ド  
し
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円 
No.2 
与した。 180 No.5 
地に 370C 4日間嫌気培養した替酸樗菌，及 2201- No.l 
No.4び Cl.sporogenesを同時に飼料に混じて投 2∞ト 
れ，羽を下げ食欲不振となり， No. 6は特に 141J 
120 
100 
80 
60 
40 
菌投与後直ちに全例に下痢が約 3日間見ら 161つ
No.3 
甚だしく菌投与後 3日目に死亡Lた。
体重増加表及び体重増加率は第 8表及び第
体 
吋
8図に示す通りであるが，本実験に於て府化遺
後 6日目より降雨続き 12日自には台風襲来:
し，湿度等飼育条件が著しく悪化したので， 担ド
本実験より結論を出す事は困難で、あった。
却 
菌投与後の糞便培養検査により検出される
菌数を算するに E表の如くである。(糞便 10
20 L2 ~ 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 
万倍稀釈〉即ちI害酸梓菌と Cl.sporogenes 
の集落の比は発育良好なる雛に於ては噂酸惇
sporo 1.C多く，発育不良なる雛に於てや.'>.L菌や ・ 
genesが多かった。
第 4節曙酸停薗， Cl. sporogenes 
混合投与実験
前と同様な方法で癖化後 10日目の無菌飼育雛に，
曙酸樗菌， Cl. sporogenesを同時に 1羽 1oseの
割に飼料に混じて投与した。
菌投与後直ちに全例に下痢イ更を認め，羽を下げ元
気なく，食欲不振となり，菌投与後 3~4 日は体重
一-['1 数 
E表L.acidophi1us並θ7こ Cl.sporogenes 
混合投与雛糞便培養検出菌数
てご雛軒 111213141516 日数~- [.L[L;[0'*lv l 
勝化問目 iLaci叫 )30)25 
3日 ICl.sporog.136128 
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ー刊、 
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第 9図 L. acidophilus並びに Cl.sporogenes たが以後発育順調となり，対照雛に
医
混合投与雛体重増加曲線
L.acidophilus'投与
口明寸笛投与
却 
-20 
体重婚加率
2 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 お 
一+回数
重の増加率悪<，府化後 25日自には第 9表，第 9図
の如く，生下時体重の 200~260%，特に発育良好な 
NO.3を除く 6例の平均は 210%位で，対照雛に比
しゃ L不良なる発育を示した。
菌投与後の糞便培養検査により検出される菌集落
数はF表の如くである。(糞便 10万倍稀釈〉即ち各
雛とも Cl.sporogenesは漸次減少し，日書酸樗菌は
大体同じ{立認められ，叉唾酸拝菌の定着の良いもの
程発育良好であった。 
F表 L.aoidophilus並びに Cl.sporogenes 
混合投与雛糞便培養検出菌数 
T61~11 i~ i-~í5:1孟事 
20腕 13日目IL… 35 26 
3日 Cl.sporog.! 32 1 2818 21 11129 38 
F昨化19日目 31 19 
12 11115 9112 16 sporog.!15 1.C9日 
府間日e11L.aci叫 盟i
253613035抽出 
15日 Cl.sporog.[ 141101 9! 121 8112 118 
第 5節小 括
(1)第 4号型装置による実験に於ても第 3号A型
装置による実験と同様，先手、菌飼育雛に普酸梓菌及び
大腸菌混合投与の場合2~3 日間時に下痢便を認め
劣らない発育を示した。菌集落は下
痢便の認められる菌投与後 3日目噴
No.3 は，大腸菌数が曙酸梓菌数よりや L
No.5 多く，その後は大体同じ(立の菌集落
を認めた。向注目すべき事は発育の
No.4 No.7 
No.6 特に良好4な例で、は!警酸拝菌が大腸菌
NO.2 
No.l 
より蓬かに多数であった事実であ
る。 
(2) J啓酸梓菌及び C1. sporoge-
nes混合投与実験に於ては，菌投与 
2~3 日間下痢，食欲不振，元気喪失
を認め対照無菌雛に比しゃ L体重増
加率が悪かった。菌集落は各雛とも 
Cl.sporogenesは漸次減少し，噂
酸拝菌は大体同じ粒認められ，磐酸
梓菌の定着の良いもの程発育が良か
った。 
(3)第 4号型装置による飼育雛は
25 第 3号A型及び A'型飼育雛より発
育良好であった。即ち第4号型装置
の飼育環境が他の型の場合より良好なる事を推定さ
せる。 
第6章実験成績(其のむ
前述の実験では装置の関係で対照実験を同時に行 
L、得なかったが，今回は第 4号型装置及びこれと殆
んど同型の第5号型装置を用い，同時に実験を行っ
た。実験方法も多少異った方法を採用した。
第 1節 Cl.sporogenes投与実験
第 5号型装置を用い無菌的に騨化飼育せる 6羽に
つし、て実験を行った。
瞬化後 15日目に Cl.sporogensを 1羽 1oseの
割に経口投与した。
体重表及び体重増加率は第 10表及び第 10図に示
す通りである。
菌投与後 4日目位迄下痢便続き，以後 35日目迄
時々下痢便を認め， No. 2，No. 3は羽を下げ， No. 
3は特に食欲不振で餌を摂らず， 19日目に死亡し， 
No.2はその後や L快復し 35日目迄成長したが，
菌投与後一様に発育遅滞の現象が見られ，府イじ後 35
日目には生下時体重の 310~360%，平均 335% 位の
増加率を示した。 
Cl.sporogenes投与後培養により検出される菌
集落数はG表の通りである。 17日目に最も多く， 25 
日目， 35日目の検査に於てはや L減少し而も発育 
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第 10表 Cl.sporogenes投与雛体重表
1 
3 
6 
第 10図 Cl.sporogenes投与雛体重増加曲線 
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G表 Cl.sporogenes投与雛糞便培養検出菌数
良好なる雛に於て，その減少の度が強かった。
第 2節噌酸樗菌， Cl.sporogenes 
混合投与実験
第 4号型装置を用い無菌的に勝化飼育せる雛6羽
について実験を行った。
瞬化後 15日目に瞥酸拝菌及び Cl.sporogenes 
genesは 17日目よりや L減少した。 33日目には 
Cl.sporogenesは殆んど 27日目と斐化がなかっ
たが，曙酸梓菌はや L減少した。
H表 曙酸揮菌並びに Cl.sporogenes混合
投与雛糞便培養検出菌数
子会二雛戸 I iI 2 I3 14l-5f6 
五1t17面白瓦石示;./瓦町123/241 25 123 
2日|L.acidoph.128121 125 23 28 25 
府fロ7日目 |C1.sporog-!22!死 118121 15 19 
12日 iL. acidoph.142亡 145143 42 38 
20 
23 
C 2 Cは l. のほ'{ 倍となり， l.sporogenes sporo・	 
28つ山ワム2nb 1AqL
を経口投与し，更に 25日目に曙酸拝菌を追加投与 1時化33日目 1Cl.sporog.118 1 115 
18日 IL.acidoph.1 26 1 131し35日間飼育した。
体重表及び体重増加率は第 11表，第 11図に示す
通りである。両菌の混合投与後 2--3日間全例に下
痢便を認め， No. 2は特にひどく羽を下げ，食欲全
く不振となり 20日目に死亡し全例に体重増加遅
滞の現象が見られた。 25日目に者酸拝菌を追加投与
すると投与後 2日目噴より雛は食欲良好となり，下
痢も止り発育良好となった。即ち生下時体重の 360 
--410%，平均 380%位の増加率を示し， Cl.sporo・ 
genes単独投与の際より発育良好であった。害酸拝
菌単独追加投与前の 25日目に於ても， Cl.sporo・ 
genes単独投与の際よりや L発育が良かった。
菌投与後培養により検出される菌集落数はH表の
如く， 17日目には害酸樗菌虫 C1.sporogenesの菌
集落はほど同数位であったが， 27日目には磐酸拝菌 
第 3節 括
(1)本章に述べた実験は前実験と異なり曙酸樗
菌， Cl. sporogenes混合投与実験，及び対照とし
て Cl.sporogenes単独投与実験をほど同様の二つ
の装置を用い同時に行う時が出来たので発育の差異
を前より正確に検討する事が出来た。
く2)前回の実験では瞬化後 10日目に菌投与を行
ったが，今回は 15日目に菌投与を行った。これは嫡
化後 10日目ではまだ卵黄が雛の発育に影響してる
ので，卵黄の影響の無くなる 15日目を選んだので
ある。これにより細菌の生体に及ぼす影響の正確を
期した。 
(3)曙酸梓菌， Cl.sporogenes混合投与雛と 
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第 11表	 L. acidophilus並び?こ Cl.sporogenes投与雛体重表
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第 11図 L. acidophilus並びに C1.sporogenes混合投与雛体重増加曲線 
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単独技与雛の発育を比較すると，sporogenes 1.C により，叉発育の程度は体重の測定によって表わし
ゃL混合投与雛の方が発育よく下痢も少し、，混合投 たが，生体の健康はこれだけで示されるのでなく，
与雛に更にI嘗酸梓菌を追加投与すると下痢も著しく 更に血液や臓器の組織学的検索，病原菌に対する抵
少くなり発育も C1.sporogenes単独の際より遥か 抗力等も検討せねばならなし、。叉腸内菌との関係を
に良好となった。この現象はI啓酸梓菌の定着のよ 見る場合生体に対する影響が投入菌だけによるか，
く， Cl. sporogenesの定着の悪い雛に於いてや L 他の原因も共存するかも知れなし、事を考慮、に入れて
目立った。即ち噌酸拝菌は雛の発育に良好な影響を おくべきは，また，当然である。更に菌相互の作用
与え， cLsporogenesは雛の発育に悪影響を及ぼ を考える際にはその定着性や定着の場所も問題とな
すものと推定される。 るべく，かなり長期間の観察を必要とするのは言う
第 7章者 察 までもない。向投ス菌量と作用との関係をつまびら
動物を無菌的に飼育する事は可成り困難な事では かにする事は不可能であった。即ち装置の構造上糞
あるが，飼育装置と飼育操作に万全の準備と細心の 便を完全に装置外へ取り除く事が困難で，雛は菌を
注意を払って行えば可能である。かくして得られた 排出した糞便で、汚染された飼料を絶えず摂取してい
無菌飼育動物を用いて，先ず長年の懸案となってい るので摂取菌量は実際には不定である。次に無菌飼
る腸内菌の生理的意義の究明を行う為，腸内菌を単 育装置について考察するに，本実験に使用したもの
独或いは混合して無菌雛に経口投与し，その生体に は温度は一定に保つ事は出来たが，湿度は天候に左
及ぼす影響を主として雛の一般状態及び発育につい 右され一定に保つ事が困難であった。即ち完全な
て観察を行った。著者は雛の一般状態は肉眼的観察 air-conditioning ~こは遺憾の点があった。装置上
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の改良の余地のある所以である。叉各腸内菌の生理 ては田波助教授を中心として!浦乳動物用の完全なる
的意義を闇明するにも，実験動物として雛だけを使 一連の無菌飼育装置を考案設置した。これによって
用したのでは不充分である事は云うまでもない。楠 単に腸内菌の生理的意義の解明だけでなく栄養学
乳動物により追試すべきである。その後当教室に於 的，免疫学的に特殊の研究が期待されてし、る。
第 8章 総括並びに結論
著者は斎藤・河合両氏考案の各種無菌飼育装置を用い，雛を無菌的に飼育し，これに晴酸梓
菌を単独に，或はこれと大腸菌や Cl.sporogenesをそれぞれ混合し経口的に投与し，雛の発
育並びに一般状態に及ぼす影響につき実験観察を行い， I膚酸梓菌の生理的意義を窺わんとし
た。得た結果を要約すれば次の如くであるO 
1) 本実験を通して第 4号型は雛の無菌飼育装置としては第 3号各型よりも良好である事を
知った。 
2) 晴酸梓菌を単独で、経口投与すると雛は元気旺盛で著明なる発育促進現象を呈し，勝化後 
25日目の成績では対照雛を遥かに凌駕する価を示した，即ち本菌は動物の発育に好影響を与え
る事が認められた。この現象は暗酸梓菌の定着の良いもの程目立った。 
3) 暗酸梓菌，大腸菌を同時に経口投与すると，菌投与後 2 3日位下痢便を認め，梢発育"，， 
遅滞の現象が見られたが，其の後依復し， p障化後 25日自には対照雛に劣らない発育を示した。
尚菌集落数を見るに下痢の認められる菌投与初期に於てや L大腸菌多く，その後両菌は略同数
となった。先に斎藤氏は大腸菌の生体に及ぼす悪影響を報告じたが噌酸惇菌は大腸菌の作用に
括抗し，相殺する現象を呈した。 
4) 暗酸梓菌， C l.sporogenesを同時に経口投与すると，菌投与後下痢，食欲不振，元気
喪失を認め，梢発育遅滞の現象が見られ，飼育雛中には羽をドげ， うずくまり死亡する雛もあ
ったO 体重の増加率は対照雛に比較してや L劣った。糞便の培養成績を見るに Cl.sporogenes 
は投与後漸次減少し，晴酸得菌は常に同じ位検出された。而も晴酸梓菌の定着の良いもの程発
育が良かった。即ち Cl.sporogenesは生体に悪影響を呈する事は先に河合氏が報告したと同
様に認められ，暗酸梓菌の存在に於てもこの現象は実証された。 
5) 晴酸梓菌・ CI.sporogenes混合投与雛と， Cl.sporogenes単独投与雛の発育を比較す
ると，や L混合投与雛の方が下痢も少く発育良好であった。これにより l胃酸梓菌は Cl.sporo・ 
genesの生体に及ぼす悪影響に多少括抗的に作用し，これを相殺する事が推定されるO 
6) 以上の成績を綜合するに，晴酸梓菌は宿主生体の消化発育に良好なる影響を与え，宿主
生体に悪影響を与える大腸菌や Cl.sporogenes ~こ括抗的に作用し，その有害作用を相殺する
ものと思われる。
本稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導と御校閲の労を恭うしたJ恩師谷川教授に深甚なる謝意を
捧げ，尚有益なる御助言を賜わった田波助教授，藤原講師に深謝し，併せて斎藤，河合両氏その
他教室員各位に謝意を表する。
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